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初校 再校 三校 念校 責了 責了
hr2 hr2 hr2

に
、
原
発
い
ら
な
い
」
と
夏
空
に
コ
ー

ル
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

茨
城
で
も
大
き
く
高
ま
る

「
原
発
ノ
ー
」
の
県
民
世
論

　

東
海
第
二
原
発
は
、
一
九
七
八
年
一

一
月
に
国
内
初
の
大
型
原
発
（
出
力
百

十
万
㌔
㍗
）
と
し
て
営
業
運
転
を
開
始

し
、
東
京
電
力
や
東
北
電
力
に
売
電
し

て
き
ま
し
た
。

　

原
子
炉
は
、
東
電
福
島
第
一
原
発
と

同
じ
沸
騰
水
型
で
す
、
東
日
本
大
震
災

で
は
、
津
波
に
襲
わ
れ
て
外
部
電
源
を

失
い
、
非
常
用
発
電
機
一
台
が
停
止
し

「
原
発
い
ら
な
い
」
─
─
千
百

人
が
東
海
第
二
原
発
を
包
囲

　
「
８
・
26　

原
発
い
ら
な
い
茨
城
ア

ク
シ
ョ
ン
」
に
、
県
内
外
千
百
人
が
参

加
し
て
東
海
第
二
原
発
（
東
海
村
）
を

包
囲
し
ま
し
た
。
そ
の
人
間
の
鎖
に
、

私
た
ち
は
選
挙
カ
ー
か
ら
連
帯
の
コ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

投
票
日
を
翌
日
に
控
え
た
茨
城
県
知

事
選
挙
で
、
鶴
田
ま
こ
み
候
補
を
擁
立

し
た
「
い
の
ち
輝
く
い
ば
ら
き
の
会
」

（
以
下
、「
輝
く
会
」
）
の
共
同
代
表
で

前
東
海
村
長
の
村
上
達
也
さ
ん
も
、

ま
し
た
が
、
残
り
二
台
が
作
動
し
、
原

子
炉
の
冷
却
を
継
続
で
き
て
か
ろ
う
じ

て
過
酷
事
故
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

　

原
発
に
た
い
す
る
県
民
の
不
安
は
大

き
く
高
ま
り
、
橋
本
昌
知
事
（
当
時
）

に
た
い
し
て
、
再
稼
働
反
対
署
名
が
三

十
一
万
筆
を
超
え
て
提
出
さ
れ
、
県
内

の
七
割
の
市
町
村
議
会
で
再
稼
働
反

対
・
廃
炉
を
求
め
る
決
議
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

県
内
各
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

「
再
稼
働
に
反
対
」
が
六
～
七
割
に
の

ぼ
り
、
毎
週
金
曜
日
の
抗
議
ア
ク
シ
ョ

ン
は
、
水
戸
市
、
取
手
市
、
牛
久
市
で

ね
ば
り
強
く
つ
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

再
稼
働
の
差
し
止
め
を
求
め
る
裁
判

（
水
戸
地
裁
）
に
は
、
毎
回
、
多
く
の

原
告
や
県
民
が
駆
け
つ
け
て
、
傍
聴
席

を
埋
め
て
い
ま
す
。

「
老
朽
原
発
」
へ
の
大
き
な
不
安

　

日
本
原
電
が
東
海
第
二
原
発
の
周
辺

自
治
体
で
お
こ
な
っ
た
住
民
説
明
会
で

は
、
も
っ
と
も
多
く
出
さ
れ
た
質
問
は

「
高
経
年
化
」
＝
「
老
朽
化
」
対
策
に

か
か
わ
る
も
の
で
し
た
（
図
１
）。
老

朽
化
に
た
い
す
る
県
民
不
安
の
大
き
さ

「
目
先
の
利
益
で
原
発
を
動
か
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
選
挙
カ
ー
に
同
乗
し
て

訴
え
ま
し
た
。

　

日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
（
以

下
、
日
本
原
電
）
の
東
海
第
二
原
発

は
、
来
年
十
一
月
で
運
転
開
始
四
十
年

を
迎
え
ま
す
。
日
本
原
電
は
、
運
転
期

間
の
延
長
を
め
ざ
し
て
お
り
、
知
事
選

挙
投
票
翌
日
の
八
月
二
十
八
日
か
ら
十

一
月
二
十
八
日
が
そ
の
申
請
期
間
で

す
。

　

知
事
選
で
、
再
稼
働
と
運
転
延
長
を

許
さ
な
い
民
意
を
し
め
す
こ
と
が
決
定

的
に
重
要
だ
と
、
ア
ク
シ
ョ
ン
参
加
者

は
、「
運
転
延
長
、
絶
対
反
対
」、「
避

難
は
で
き
な
い
」、「
子
ど
も
の
未
来

が
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
議
会
や
裁
判
で
は
、
東
海
第
二
原

発
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
状
況
が
あ
き
ら
か

に
さ
れ
、
危
険
性
が
訴
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

東
海
第
二
原
発
で
生
じ
た
事
故
を
分

析
し
た
ニ
ュ
ー
シ
ア
原
子
力
施
設
情
報

公
開
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
電
気
事
業
連
合

会
の
協
力
の
も
と
原
子
力
安
全
推
進
協

会
が
運
営
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
運
転

当
初
は
部
品
の
不
具
合
な
ど
の
ト
ラ
ブ

規
制
委
員
会
は
急
ピ
ッ
チ
で
審
査
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
運
転
延
長
申
請
に
必

要
な
「
特
別
点
検
」
に
つ
い
て
も
、
日

本
原
電
は
今
年
五
月
に
開
始
し
ま
し

た
。廃

炉
求
め
る
党
県
議
団
と

県
の
無
責
任
な
対
応

党
の
調
査
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
五

つ
の
危
険

　

こ
う
し
た
動
き
に
た
い
し
、
党
県
委

員
会
と
県
議
・
市
町
村
議
員
団
は
、
五

月
十
六
日
に
日
本
原
電
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
東

海
第
二
原
発
の
危
険
性
を
再
度
具
体
的

に
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
で
す
。

　

事
前
に
十
一
項
目
の
質
問
書
を
送
っ

て
文
書
回
答
を
求
め
、
当
日
は
日
本
原

電
の
東
海
事
業
本
部
で
約
一
時
間
、
県

議
三
人
と
市
町
村
議
十
二
人
が
参
加
し

て
、
事
務
所
長
ら
に
質
疑
し
ま
し
た
。

　

日
本
原
電
の
回
答
か
ら
あ
き
ら
か
に

な
っ
た
危
険
性
を
五
つ
あ
げ
ま
す
。

ル
が
続
き
、
二
十
数
年

か
ら
三
十
年
を
過
ぎ
る

と
、
あ
き
ら
か
に
増
加

し
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

長
期
間
の
運
転
に
よ

っ
て
、
放
射
線
に
さ
ら

さ
れ
る
原
子
炉
が
も
ろ

く
な
っ
た
り
、
配
管
や

ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
設
備

が
老
朽
化
し
、
事
故
の

確
率
が
格
段
に
高
ま
り

ま
す
。
東
日
本
大
震
災

で
運
転
を
停
止
し
て
い

て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
原

電
は
当
然
廃
止
に
す
べ

き
老
朽
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
、
さ
ら
に
運
転
期

間
を
延
長
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
二
〇
一

四
年
五
月
に
申
請
し
た

新
規
制
基
準
適
合
性
審

査
は
す
で
に
六
十
五
回

目
を
終
え
（
二
〇
一
七

年
九
月
二
日
現
在
）、

（回）

5

10

15

20

1978 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 2000 02 04 06 08 10 12 14 16

（
年
度
）

図2　日本原子力発電（株）東海第二発電所のトラブル等発生件数

（「ニューシア原子力施設情報公開ライブラリー」のデータから作成）

東
日
本
大
震
災運転停止

30年20年運転開始10年

図1　東海第二発電所の適合性審査の申請内容などを説明した
　　　住民説明会で寄せられた質問内容（590件）

高経年化等
使用済燃料・放射性廃棄物等

重大事故の対策
避難計画

地震・津波対策
安全対策全般
体制面・運用面
説明会運営等
震災時状況

自然現象・火災対策
安全審査
その他 47

13
21
25
31

44
46
47
51

71
74

120

（「げんでん東海」2015年2月号から）

●開催期間は2014年
10月7日～2015年
1月24日

●14市町で43回開催
（参加者数3,387人）

046-052_GJ171020_江尻.04a_WCS4.indd   46-47 2017/09/13   15:56:42



48

［特集］原発・エネルギー問題の焦点①知事選争点に押し上げた東海第二原発再稼働反対（茨城県）

49 議会と自治体 第234号（２０17.10）

　

第
一
に
、
原
子
炉
が
沸
騰
水
型
の
東

海
第
二
原
発
は
、
加
圧
水
型
と
違
っ
て

フ
ィ
ル
タ
付
ベ
ン
ト
装
置
が
完
成
し
な

け
れ
ば
再
稼
働
で
き
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
格
納
容
器
の
容
積
が
小
さ
い
た
め

に
水
蒸
気
爆
発
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

　

第
二
に
、
予
測
す
る
津
波
高
さ
一

七
・
一
㍍
よ
り
は
る
か
に
低
い
海
抜
八

㍍
に
原
子
炉
が
立
地
し
て
い
る
た
め
、

長
さ
約
二
㌔
㍍
の
防
潮
堤
が
完
成
し
な

け
れ
ば
再
稼
働
で
き
な
い
。

　

第
三
に
、
溶
け
た
核
燃
料
が
格
納
容

器
を
突
き
抜
け
て
水
蒸
気
爆
発
を
起
こ

す
の
を
防
ぐ
た
め
の
装
置
、
い
わ
ゆ
る

「
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
が
装
備
さ
れ

て
い
な
い
。

　

第
四
に
、
建
設
開
始
か
ら
見
る
と
四

十
年
以
上
使
っ
て
き
た
燃
え
や
す
い
電

気
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
に
た
い
し
、
最
新

の
知
見
に
も
と
づ
く
健
全
性
評
価
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
五
に
、
現
在
、
東
海
第
二
で
保
管

し
て
い
る
核
燃
料
は
三
千
百
十
七
体
に

の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
二
千
二
百
二
体
は

い
ま
だ
プ
ー
ル
内
で
冷
や
し
続
け
て
お

り
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
や
、
む
つ
市
の

工
場
に
搬
出
す
る
目
途
が
ま
っ
た
く
立

十
六
万
人
は
他
県
へ
の
避
難
を
計
画
し

て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

県
計
画
は
、
原
発
の
単
独
事
故
を
想

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
や
津
波
な

ど
複
合
災
害
の
対
応
は
先
送
り
。
道
路

が
通
行
不
能
に
な
っ
た
場
合
の
代
替
ル

ー
ト
や
、
避
難
先
が
被
災
し
た
場
合
の

別
の
避
難
所
の
確
保
が
し
め
さ
れ
て
お

ら
ず
、
実
効
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
十
㌔
㍍
圏
内
に
は
、
入
院
患
者
や

入
所
者
を
抱
え
る
病
院
、
福
祉
施
設
が

三
百
十
七
施
設
、
定
員
数
は
二
万
三
千

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
は
、
病
院
や

施
設
の
管
理
者
が
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

先
や
避
難
時
の
バ
ス
・
車
両
を
み
ず
か

ら
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
災
害

弱
者
を
切
り
捨
て
る
も
の
で

す
。

　

十
四
市
町
村
の
避
難
計
画

は
、
い
ま
だ
に
一
つ
も
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
受
け
入
れ
側

と
な
る
市
町
村
の
避
難
受
け

入
れ
の
体
制
整
備
も
定
ま
り

ま
せ
ん
。
百
万
人
の
避
難
を

想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
原
発
は
、
そ
の
こ
と

だ
け
を
と
っ
て
も
廃
止
す
べ

連
を
有
す
る
施
設
を
新
設
し
、
増
設

し
、
変
更
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
係
る

用
地
の
取
得
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
事
前
に
甲
（
県
）
及
び
乙
（
東

海
村
）
の
了
解
を
得
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
軽
微
な
も
の
に
つ
い

て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

東
海
第
二
原
発
は
、
新
規
制
基
準
に

適
合
さ
せ
る
た
め
の
安
全
対
策
工
事
が

必
要
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
原
子
炉
非
常

用
冷
却
設
備
の
増
設
が
協
定
第
五
条
に

も
と
づ
き
事
前
了
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
と
東
海

村
の
了
解
が
な
け
れ
ば
、
工
事
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
県
と
村
の
判
断
が
再
稼

働
の
是
非
を
決
め
ま
す
。

東
海
村
ふ
く
む
周
辺
自
治
体
の
「
事

前
了
解
」
権
限
拡
大
求
め
る
動
き

　

一
方
、
東
海
村
と
周
辺
五
市
（
水
戸

市
、
日
立
市
、
常
陸
太
田
市
、
那
珂

市
、
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
つ
く
る
「
原

子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
」
は
、
一

致
し
て
「
事
前
了
解
」
の
権
限
拡
大
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
も
同
様
の
動
き
が
あ
り
ま
す

が
、
立
地
自
治
体
で
あ
る
東
海
村
が
拡

大
を
求
め
て
い
る
点
が
重
要
で
す
。
三

十
㌔
㍍
圏
内
の
自
治
体
に
は
避
難
計
画

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
自
治
体
が
再
稼
働
に
意
見
を
表

明
で
き
る
よ
う
に
権
限
拡
大
は
当
然
の

こ
と
で
す
が
、
日
本
原
電
は
応
じ
て
い

ま
せ
ん
。

福
島
原
発
事
故
に
対
応
し
、
市
町
村

独
自
の
健
康
調
査
・
検
査
費
助
成

　

県
内
市
町
村
は
、
福
島
原
発
事
故

後
、
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
な
ど
、
子
ど

も
の
健
康
調
査
に
も
と
り
く
ん
で
い
ま

す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
大
量
の

放
射
性
物
質
が
茨
城
県
内
に
も
広
範
囲

に
放
出
さ
れ
、
と
く
に
子
ど
も
を
も
つ

お
母
さ
ん
た
ち
に
不
安
が
ひ
ろ
が
り
ま

し
た
。
県
議
会
で
も
全
会
一
致
で
健
康

調
査
を
求
め
ま
し
た
が
、
橋
本
知
事
は

「
専
門
家
が
大
丈
夫
と
言
っ
て
い
る
」、

「
国
の
検
討
結
果
を
注
視
す
る
」
と
、

県
と
し
て
の
実
施
を
拒
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
東
海
村
や
北
茨
城

市
、
つ
く
ば
市
、
城
里
町
な
ど
複
数
の

自
治
体
が
、
独
自
の
健
康
調
査
や
検
査

費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

北
茨
城
市
は
二
〇
一
三
・
一
四
年
度

に
、
震
災
当
時
〇
～
十
八
歳
の
子
ど
も

た
ち
四
千
七
百
七
十
七
人
の
甲
状
腺
検

査
を
集
団
健
診
で
実
施
し
、
そ
の
う
ち

三
人
が
甲
状
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
予
算
は
約
三
千
七
百
万
円

で
、
当
初
は
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出

し
で
し
た
が
、
党
市
議
が
「
震
災
復
興

特
別
交
付
金
の
原
発
事
故
関
連
子
ど
も

の
生
活
支
援
等
に
該
当
す
る
」
と
提
起

し
、
約
三
千
五
百
万
円
が
国
か
ら
予
算

措
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
里
町
で
も
同
交
付
金
を
活
用
し

て
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
被
ば
く
事
故

発
生
、「
常
陽
」
は
廃
炉
に

　

原
子
力
に
た
い
す
る
県
民
の
不
安
を

さ
ら
に
高
め
る
事
故
が
六
月
六
日
に
発

生
し
ま
し
た
。

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
以

下
、
機
構
）
の
大
洗
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
（
大
洗
町
）
に
お
け
る
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
被
ば
く
事
故
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
燃

料
研
究
棟
で
、
核
燃
料
物
質
を
収
納
し

て
い
た
貯
蔵
容
器
が
点
検
中
に
破
裂
し

て
作
業
員
五
人
が
内
部
被
ば
く
し
、
緊

急
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
燃
料
研

究
棟
は
廃
止
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
施
設
で
あ
り
、
廃
止
作
業
の
一
環
と

し
て
核
燃
料
物
質
の
点
検
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
機
構
に
た
い
し
、
二
日

後
に
現
地
調
査
と
「
被
曝
し
た
作
業
員

の
健
康
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
」、

「
事
故
原
因
を
徹
底
究
明
し
、
再
発
防

止
対
策
に
万
全
を
期
す
」
な
ど
の
対
応

を
取
る
よ
う
申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

機
構
が
所
有
す
る
八
十
九
施
設
の
う

ち
七
十
六
施
設
が
茨
城
県
に
集
中
し
、

五
十
三
施
設
で
核
燃
料
物
質
が
使
用
・

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
十
施

設
は
、
核
燃
料
物
質
の
保
管
状
態
が
不

適
切
だ
と
し
て
、
規
制
委
員
会
か
ら
是

正
指
示
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
管
理
体
制
の
ず
さ
ん
さ

が
あ
き
ら
か
に
な
る
一
方
、
機
構
は
大

洗
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
高
速
実

験
炉
「
常
陽
」
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と

き
で
す
。

住
民
不
安
ふ
ま
え
た
自
治
体
の

注
目
さ
れ
る
動
き

　

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
止
め
る

た
め
に
は
、
茨
城
県
と
東
海
村
の
判
断

が
決
定
的
で
す
。現
在
、日
本
原
電
が
締

結
す
る
原
子
力
安
全
協
定
で
は
、
次
の

よ
う
に
、
事
前
了
解
を
求
め
ら
れ
る
の

は
県
と
東
海
村
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
原
子
力
安
全
協
定
（
新
増
設
等
に

た
い
す
る
事
前
了
解
）

　

第
五
条　

丁
（
日
本
原
電
）
は
、

原
子
力
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
な
関

図3　茨城県の原発事故時の広域避難計画

（茨城県広域避難計画（案）から）

千葉県
7.6万人

埼玉県
4万人

群馬県
4.5万人

東海第2原発
30㌔圏内
96万人

県内
40万人

栃木県
13.5万人

福島県
26.7万人

っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
調
査
を
受
け
て
、
党
県
議
団

は
、
六
月
議
会
の
一
般
質
問
で
東
海
第

二
原
発
の
危
険
性
を
あ
ら
た
め
て
し
め

し
、
知
事
に
「
廃
炉
の
決
断
」
を
迫
り

ま
し
た
。

　

橋
本
知
事
六
期
目
最
後
の
議
会
で
し

た
が
、
知
事
は
「
最
初
は
安
全
だ
と
い

う
意
識
が
強
か
っ
た
が
、
い
ま
や
原
発

に
事
故
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
」
と
初
め
て
み
ず
か
ら
の
考

え
に
言
及
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後

は
、「
再
稼
働
や
運
転
延
長
は
国
の
対

応
を
見
て
決
め
る
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

実
効
性
な
し
、“
災
害
弱
者
切
り
捨

て
”
の
百
万
人
の
避
難
計
画

　

県
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
東
海
第

二
原
発
の
過
酷
事
故
を
想
定
し
た
広
域

避
難
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
も
と
づ

く
市
町
村
の
避
難
計
画
策
定
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

原
発
か
ら
半
径
三
十
㌔
㍍
圏
内
の
十

四
市
町
村
、
対
象
住
民
は
全
国
一
多
い

約
九
十
六
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
県
内

だ
け
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
、
五
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し
て
い
ま
す
。

　

党
県
議
団
は
、「
も
ん
じ
ゅ
も
常
陽

も
廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、
破
た
ん
し
た

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
か
ら
撤
退
す
べ
き
」

と
求
め
て
い
ま
す
。

原
子
力
関
連
施
設
集
中
地
で
求
め
ら

れ
る
複
合
災
害
防
止
対
策

　

こ
の
他
に
も
、
県
内
に
は
多
く
の
原

子
力
関
連
施
設
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
東
海
第
二
原
発
の
半
径
五

㌔
㍍
に
は
、
十
施
設
以
上
の
使
用
済
燃

料
の
再
処
理
施
設
や
核
燃
料
加
工
施
設

が
立
地
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。
さ
ら

に
、
原
発
北
側
の
日
立
港
区
に
は
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
基
地
、
南
側
の

常
陸
那
珂
港
区
に
は
石
炭
火
力
発
電
所

も
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
で
過
酷
事
故
が
発
生
し
て
五
㌔

㍍
圏
内
が
立
入
禁
止
に
な
っ
た
ら
、
こ

う
し
た
原
子
力
施
設
や
発
電
所
が
ど
う

な
る
の
か
。
複
合
災
害
の
危
険
性
に
つ

い
て
、
県
は
「
十
分
検
討
し
て
い
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
と
ど
ま
ら

ず
、
他
の
原
子
力
施
設
と
の
複
合
災
害

を
防
ぐ
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

県
知
事
選
で
、
原
発
再
稼
働
が

一
大
争
点
に

　

原
子
力
問
題
に
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
八
月
に
県
知
事
選
挙
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
（
二
十
七
日
投
票
）。
輝
く

会
か
ら
は
、
鶴
田
ま
こ
み
候
補
が
立
候

補
し
、
日
本
共
産
党
を
ふ
く
む
六
政

党
・
政
治
団
体
（
茨
城
一
新
会
、
新
社

会
党
、
つ
く
ば
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
と
り
で
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
推

薦
し
ま
し
た
。
現
職
の
橋
本
氏
を
ふ
く

む
三
つ
ど
も
え
の
選
挙
戦
で
、
鶴
田
候

補
は
十
二
万
二
千
十
三
票
（
得
票
率
一

一
・
六
五
％
）
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、

当
選
し
た
の
は
自
民
・
公
明
推
薦
の
大

井
川
和
彦
候
補
で
し
た
。

　

投
票
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
口
調
査
で
は
、

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
「
反
対
」

と
答
え
た
有
権
者
が
七
六
％
と
の
結
果

が
大
き
く
テ
レ
ビ
画
面
に
し
め
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
た
有
権
者
か
ら
、
党

の
事
務
所
に
も
、「
な
ぜ
原
発
推
進
の

自
民
党
、
大
井
川
候
補
が
当
選
す
る
の

か
」
と
の
率
直
な
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

鶴
田
氏
立
候
補
で
再
稼
働
問
題
が
争

点
に
浮
上

　

選
挙
前
、
七
期
目
を
め
ざ
す
橋
本
候

補
と
新
人
の
大
井
川
候
補
が
再
稼
働
問

題
を
選
挙
の
争
点
か
ら
外
す
な
か
、
鶴

田
候
補
が
「
再
稼
働
は
認
め
な
い
」
と

公
約
の
一
番
に
掲
げ
て
争
点
に
浮
上
さ

せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
現
職
の
橋
本
候
補

は
、「
再
稼
働
に
つ
い
て
は
国
が
判
断

す
る
」
と
い
う
従
来
の
立
場
か
ら
、
告

示
日
当
日
に
な
っ
て
突
然
、「
再
稼
働

を
認
め
な
い
方
向
に
舵
を
切
り
た
い
」

と
態
度
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
橋
本
候

補
を
推
薦
す
る
連
合
茨
城
や
、
自
主
投

票
を
決
め
て
い
た
民
進
党
、
社
民
党
な

ど
か
ら
も
、
お
ど
ろ
き
や
戸
惑
い
の
声

が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

大
井
川
候
補
は
、
橋
本
候
補
へ
の
多

選
批
判
を
前
面
に
出
し
、
原
発
の
再
稼

働
問
題
に
つ
い
て
は
「
県
民
の
意
見
を

十
分
に
反
映
さ
せ
る
」
と
の
べ
る
だ
け

で
、
是
非
を
明
確
に
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

最
後
ま
で
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
反
対
と
廃
炉
を

明
確
に
訴
え
た
の

は
、
鶴
田
候
補
だ

け
で
し
た
。

　

県
民
世
論
を
得

票
に
結
び
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と

は
大
変
残
念
で
す

が
、「
再
稼
働
反

対
」
の
県
民
の
意

思
は
し
っ
か
り
と

県
政
に
反
映
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め

　

四
十
四
市
町
村
に
お
け
る
地
域
の
輝

く
会
結
成
は
、
四
十
三
に
達
し
、
個
人

演
説
会
が
十
地
域
で
開
か
れ
る
な
ど
、

変
革
の
可
能
性
は
着
実
に
ひ
ろ
が
っ
て

い
ま
す
。

　

輝
く
会
は
、
原
発
ス
ト
ッ
プ
の
政
策

の
ほ
か
に
も
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
先
進
県
に
転
換
を
」、「
不
要
不
急
の

大
型
開
発
か
ら
福
祉
、
教
育
、
医
療
優

先
に
」
と
訴
え
、
県
民
の
共
感
と
期
待

を
ひ
ろ
げ
て
た
た
か
い
ぬ
き
ま
し
た
。

の
県
民
運
動
に
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

と
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。県

政
史
上
初
め
て
の
市
民
と
野
党
の

共
同
が
前
進

　

今
回
の
県
知
事
選
挙
は
、
県
政
史
上

初
め
て
、
市
民
と
野
党
が
共
同
し
て
た

た
か
い
、「
保
守
王
国
」
と
い
わ
れ
る

茨
城
で
も
共
同
の
流
れ
を
一
歩
前
進
さ

せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

党
県
議
団
が
選
挙
前
に
作
成
し

た
「
県
政
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」（
二

十
八
㌻
）
が
輝
く
会
の
政
策
に
も

活
か
さ
れ
、
こ
れ
を
読
ん
だ
有
権

者
か
ら
「
い
ま
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
県
政
が
身
近
に
な
っ
た
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
原
発
ゼ
ロ
」
実
現
、
再
エ

ネ
推
進
、
安
全
な
廃
炉
へ

　

こ
の
「
県
政
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

に
は
、
議
会
論
戦
を
つ
う
じ
て
あ

「8・26　原発いらない茨城アクション」で東海第二原
発を囲む 1200 人の人間の鎖（8月 26 日、東海村）

市民と野党の共闘でたたかった８月の茨城県知事選挙
──上は、街頭演説（右２人目から、小池晃党書記局長、
鶴田まこみ候補）。下は、ポスター・法定ビラ
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図4　東海第2原発周辺に集中する原子力事業所・発電所・LNG基地
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き
ら
か
に
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
状
況
と
課
題
を
し
め
し
ま
し

た
。太

陽
光
導
入
日
本
一
で
原
発
の
二

倍
、
適
切
な
拡
大
へ

　

固
定
価
格
買
取
制
度
が
二
〇
一
二
年

七
月
に
本
格
実
施
さ
れ
て
以
降
、
県
内

で
は
太
陽
光
発
電
導
入
容
量
が
一
気
に

拡
大
し
ま
し
た
。
一
六
年
十
二
月
時
点

で
約
二
百
万
㌔
㍗
と
な
り
、
太
陽
光
発

電
の
導
入
量
で
は
茨
城
県
は
全
国
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
県
内
の
発
電
施
設
設
備

容
量
は
、
太
陽
光
発
電
が
原
子
力
発
電

の
二
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
５
）。

　

県
内
の
発
電
量
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
の
統
計
を
み
る
と
月
平
均
約
三
十

億
㌔
㍗
時

で
、
そ
の
う

ち
三
分
の
二

が
県
内
で
消

費
さ
れ
、
残

り
は
東
京
な

ど
首
都
圏
へ

供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
太
陽
光
発
電
の
ほ
と
ん
ど

が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
規
模
施
設

で
、
十
㌔
㍗
以
下
の
住
宅
用
発
電
が
占

め
る
割
合
は
八
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。

　

無
秩
序
な
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
が
県

内
各
地
で
問
題
化
し
、
県
は
一
六
年
十

月
に
「
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
設

置
・
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
施
行
し
ま
し
た
。
対
象
は
五
十
㌔
㍗

以
上
の
事
業
用
発
電
施
設
で
、「
設
置

す
る
の
に
適
当
で
な
い
エ
リ
ア
」
を
明

記
し
た
ほ
か
、
事
業
者
に
た
い
し
地
元

関
係
者
へ
の
事
前
説
明
や
災
害
へ
の
対

策
、
設
置
し
た
後
の
適
正
な
維
持
管
理

を
求
め
て
い
ま
す
。

　
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
実
現
さ
せ
る
と
と

も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
切

に
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
政
権
の

原
発
推
進
阻
止
へ

　

さ
ら
に
、
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
が

実
現
し
て
も
、
実
際
の
廃
炉
作
業
は
大

変
な
困
難
と
危
険
を
と
も
な
い
ま
す
。

徹
底
し
た
安
全
管
理
の
も
と
で
作
業
を

す
す
め
る
た
め
に
は
、
多
く
の
原
発
労

働
者
や
研
究
者
、
専
門
業
者
が
必
要
で

あ
り
、
現
場
か
ら
は
人
材
の
確
保
と
育

成
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
原
電
は
、
再
稼
働
に
必
要
な
安

全
対
策
費
（
防
潮
堤
や
フ
ィ
ル
タ
付
ベ

ン
ト
装
置
の
工
事
費
な
ど
）
を
七
百
八

十
億
円
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
二

〇
一
七
年
三
月
期
決
算
で
六
十
四
億
円

の
純
損
失
を
計
上
す
る
な
ど
、
資
金
繰

り
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
き

ら
か
で
す
。

　

一
方
、
日
本
原
電
が
発
表
し
た
「
平

成
二
十
九
年
度
経
営
の
基
本
計
画
の
概

要
」
に
は
、
①
既
設
発
電
所
（
東
海
第

二
発
電
所
、
敦
賀
発
電
所
２
号
機
）
の

的
確
な
運
営
、
②
敦
賀
発
電
所
３
・
４

号
機
増
設
計
画
の
推
進
、
③
英
国
ホ
ラ

イ
ズ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
積
極
的

石炭火力
19%

石油火力
43%

ガス火力
12%

〈停止中〉
 原子力 8%

太陽光
16%

風力・水力・バイオマス
2%

（茨城県  新エネルギー対策室資料から
〈2017.1時点〉）

1/3東京など
へ供給2/3県内で消費

県内発電量 月平均約30億kWh
毎月の発電量

図5　茨城県内の発電設備容量

発電所
設備容量
計1300.3万kw

な
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
国
内
外

で
さ
ら
に
原
発
を
新
増
設
す
る
方
針
が

し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

英
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
日
立

製
作
所
が
英
国
ア
ン
グ
ル
シ
ー
島
の
ウ

ィ
ル
フ
ァ
で
原
発
二
基
を
建
設
す
る
計

画
で
、
日
本
原
電
も
協
力
協
定
を
締
結

し
て
許
認
可
や
運
転
保
守
へ
の
支
援
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
倍
政
権
は
こ
の
計
画
を

後
押
し
す
る
た
め
に
、
日
本
の
メ
ガ
バ

ン
ク
が
融
資
す
る
原
発
建
設
資
金
を
全

額
補
償
す
る
異
例
の
措
置
を
し
め
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
安
倍
政
権
と
メ
ガ
バ
ン

ク
、
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
、
発
電
会
社
が

一
体
と
な
っ
た
原
発
推
進
政
策
は
、
国

民
世
論
だ
け
で
な
く
「
脱
原
発
」
の
世

界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
誤
っ
た
国
策
を
ス
ト
ッ
プ
す
る

力
は
、
世
論
と
運
動
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
来
る
べ
き
衆
議
院
選
挙
と
来
年
に

迫
っ
た
県
議
会
議
員
選
挙
で
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
て
た
た

か
う
決
意
で
す
。

（
え
じ
り
・
か
な
）
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